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豊橋の文化活動―アーカイブス⑩

− 「豊橋文化ニュース」から「豊橋文化」へ −
　豊橋文化協会の機関紙は、昭和56年5月1日に発行された通巻1250号からは名称を「豊橋文化ニ
ュース」から「豊橋文化」に戻しています。その時の〈新風〉には当時会長の森泰樹氏が「改題にあた
って」と題して次のような記事も掲載しています。
　“「豊橋文化ニュース」も号を重ねて1250号になった。30余年間この地方の文化の担い手として充
分にその職責を果して来たわけである。気候も漸

ようや

く春めいてきた。野も山も新緑でおおわれて、何かほ
のぼのとした力感が体のどこからか溢れてくるこの頃である。（中略）…文化ニュースも思い切って装
いをかえてみたらどうだろうと思うのである。きっと今迄気もつかなかった新しい創造が或いは生れてく
るかも知れない。幸い美術博物館から山口君（山口源吾）というベテランを得た機会に題も、もう一度
以前の「豊橋文化」に戻し、組み方も全部一新してみたらどうだろう。この種の刊行物はどうしても地味
になり勝ちであるが、私は軽薄に堕しない程度に、なるべく軽やかで親しみ易い編集にしたいと思って
いる。そして新しい企画として市民文化会館を起点とした地区文化を掘りおこしてみたいと思うのであ
る。いうなれば文化の草の根運動にとりくみたいと思っている。新聞でも一面の下一段の短評欄はいわ
ば新聞の臍

へ そ

であり、又、人の着物の帯に当るところで、このしめ具合で紙面全体が締りもし、またゆるみ
もするものである。朝日の「天声人語」毎日の「余録」そして中日の「中日春秋」など皆その社の第一級
の腕ききの記者が担当している。殊に白血病で夭折した朝日の深代惇郎君などは近来にない名コラム
ニストとして名声が高い。それにつけて思い出されるのは朝日の「天声人語」を戦前担当していた釈瓢
斎という名人のことである。この人の文章は簡にして鋭く、人の肺腑をつく名文であったが、必ず末尾
に世間を諷刺した俳句を一句つけていた。この一句が中々味わい深く山

わ

葵
さ び

のきいたもので全文をひき
しめるに充分な効果があった。（中略）…さて我が「鶏鳴」がどれだけ皆の胸をうつか、私も読者と共
に大いに楽しみにしているところである。” 
− 「豊橋文化」から「プラットニュース」へ −
　以後、「豊橋文化」は2013（平成25）年3月15日号（通巻第1870号）まで続けられ、地元の様々な文
化活動を紹介してきましたが、穂の国芸術劇場PLATが開館し、4月から隔月発行の新しい広報誌「プ
ラットニュース」に引き継ぐことになり、「豊橋文化」は終刊となりました。「プラットニュース」は、都会的で
オシャレな装丁で、その内容もアソシエイト・アーティストの平田満氏や芸術文化アドバイザーの桑原裕
子氏をはじめ、一流の文化人による論評などを掲載し、芸術的専門性の高い充実した内容で、魅力あ
ふれる情報誌でした。
− 「豊橋文化団体通信」の発行、そして「豊橋文化」の復活 −
　しかしながら、地域文化活動の観点から俯瞰すると、情報不足が否めない状況で、多く市民から、よ
り詳しい地元情報を求める声があがりました。そこできめ細かな地元文化の情報を網羅した新たな機
関紙「豊橋文化団体通信」が、2015（平成27）年4月15日に誕生し、隔月で発行することになりました。
この「豊橋文化団体通信」は、翌年6月15日発行のVOL.8まで続き、同年8月15日発行のVOL.9から
は、名称を「豊橋文化」に戻して、現在（VOL.41）まで続けられています。

～機関紙「豊橋文化」の変遷～＜後編＞

豊橋総合いけばな展を開催しました。

豊橋邦楽大会を
開催しました。

　10月16日（土)–17日（日）に毎年恒例の豊橋総合いけばな展を開催しました。９流派に
よる出色の作品を多くの方々が楽しみました。また、恒例となっている児童作品展示もあり、
華道連盟の先生方の指導とともに作る児童の自由闊達な作品も会場を盛り立てました。

　11月13日（ 土)–14日（日）に２
年ぶりとなる豊橋邦楽大会を開催
いたしました。今年度は、新型コロ
ナウイルスの影響もあり予定が立
ちにくい状況でしたが、少し簡素化
した上で入場無料により開催し、
２日間にわたり、新舞踊、民謡、箏
曲、大正琴、長唄、小唄、尺八の発
表を多くの来場者が楽しみました。
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新型コロナウイルス感染症の影響により、変更・中止等の可能性があります。
事前にご確認くださいますようお願いいたします。

凧展……………………………………………………………………………… 9日㈰まで
　時間◦9時～17時　　場所◦豊橋市民文化会館　　入場料◦無料
　内容◦江戸より伝わる豊橋凧の展示
冬休み伝統文化こども教室【茶道の部】 ※事前予約制
　時間◦午前の部:10時～12時　午後の部:13時～15時　　参加費◦500円
第3回東三河新春書展…………………………………………………………… 9日㈰まで
　時間◦9時～17時（最終日は16時まで）　　場所◦豊橋市美術博物館第1～3展示室
　入場料◦無料　　内容◦東三河在住の書家と東三河地域高校生の作品展示
裏千家六日会初釜
　時間◦10時～　　場所◦三の丸会館　　会費◦1,000円　　担当◦千賀宗司
伊藤民謡会創立51周年チャリティー民謡大会
　時間◦10時～　　場所◦豊橋市公会堂　　入場料◦無料
　内容◦教場対抗合唱コンクール、伊藤陽扇ショーほか
茶道クラブ初釜 ※事前予約制
　時間◦9時30分～　　場所◦三の丸会館　　会費◦一般:600円／会員500円
　担当◦煎茶売茶流
愛知県高等学校文化連盟美術・工芸専門部 東三河支部展……………………16日㈰まで
　時間◦９時～17時　　場所◦豊橋市美術博物館　　入場料◦無料
　内容◦東三河地区の高等学校美術部の合同作品展
日曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館2階第7会議室
桜丘高等学校音楽科 第57回卒業演奏会
　時間◦18時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料
　内容◦高校3年生の声楽、ピアノ、管楽器の演奏　音楽科生徒全員の合唱、合奏
水曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館2階第7会議室　　
なごやか～なこんさあと2022
　時間◦13時～　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場プラット アートスペース
　入場料◦無料　　内容◦ピアノ、デュオ、2台のピアノ、弦楽器、打楽器の演奏
第１４回千切会会員作品展………………………………………………………30日㈰まで
　時間◦9時～　　場所◦豊橋市美術博物館　　入場料◦無料
　内容◦書道、写真、絵画、陶芸、折紙、木工細工など約６０点の作品展示
新春文化団体交流会
　時間◦17時～　　場所◦ホテルアークリッシュ豊橋 ガーデンサイト5階 ザ・グレイス
　会費◦8,000円
西村能舞台稽古
　時間◦14時～16時　　場所◦西村能舞台（豊橋上伝馬町）　お問合せ◦080-1063-3855

市民展（写真・書道）… …………………………………………………………… 6日㈰まで
　時間◦9時～17時　　場所◦豊橋市美術博物館　　入場料◦無料
　内容◦東三河を対象とした美術公募展
第12回とよはし音楽祭
　時間◦13時開演（12時開場）　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料
　内容◦愛知県発全国に向けてこころの病を抱える方を対象とした「チャレンジド・ミュージッ

クコンテスト」の発表
坂東眞理子チャリティ講演会
　時間◦14時～　　場所◦emキャンパススタジオ5階（未定）※会員以外はオンライン講演会（2,000円）
茶道クラブ月例茶会 ※事前予約制
　時間◦10時～　　場所◦三の丸会館　　会費◦一般:600円／会員:500円
　担当◦南坊流
裏千家六日会月釜
　時間◦10時～　　場所◦三の丸会館　　会費◦800円　　担当◦寺部宗葉
西村能舞台稽古
　時間◦14時～16時　　場所◦西村能舞台（豊橋上伝馬町）　お問合せ◦080-1063-3855
市民展（絵画・彫刻・デザイン）……………………………………………………13日㈰まで
　時間◦9時～17時　　場所◦豊橋市美術博物館　　入場料◦無料
　内容◦東三河を対象とした美術公募展
気まぐれコンサート
　時間◦14時～　　場所◦ロワジールホテル1階　　入場料◦6,000円
　内容◦ヴァイオリンとピアノのコンサート
第39回財団加盟美術団体選抜展………………………………………………20日㈰まで
　時間◦9時～17時（最終日は16時まで）
　場所◦豊橋市美術博物館第1～3展示室　　入場料◦無料
　内容◦豊橋文化振興財団に加盟する写真並びに書道の団体による合同展覧会
水曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館2階第7会議室
日曜短歌会
　時間◦9時～17時　　場所◦豊橋市民文化会館2階第7会議室
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